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モデルで定義した Curated Digital Instance（CDI）と呼ぶ実体を、複数のディジタルアーカイ
ブのメタデータを集約して作り上げる際の問題を示し、その問題を解決するためにメタデータ
の１対１原則（One-to-One Principle）と Dublin Core Application Profile の概念を利用するこ
とで、メタデータに含まれる記述のかたまり（Description Module）と記述対象との関係を明確
化することを提案している。この提案に基づき、本章では、メタデータ集約を効率的に行うため
の Description Moduleモデルを定義している。本章では、Description Moduleモデルの定義に
ついて詳しく論じ、CHDEモデルの場合と同様に、CIDOC-CRM他を用いた意味定義を示して
いる。 





































































5. 考察と結論（第 7章、第 8章）： 各章にはまとめとしての考察の節が設けられており、本章
は本論文全体についての考察と結論である。第 7章は、第 2章で示した本研究における課題に
対応する形で構成されており、中心的な研究課題に関する考察としては十分な内容を述べてい
ると思われる。その一方、本研究のきっかけとなった南・東南アジアの文化財情報といった視
点での考察を含むことで、同地域における現状ならびに将来への課題に関する議論を深めるこ
とができたのではないかと思われる。しかし、この点は、研究の中心課題ではなく、本論文の
価値を損なうものではない。 
全体として、本研究が提案したメタデータのモデルは十分に新奇性があるものと認められる。
論文としては、わかりやすさ等の面から改善可能なところはあると感じられるが、研究全体とし
ては十分価値があるものであり、かつ、研究のまとめとして論じるべき点は十分に論じられてい
ると理解できる。こうしたことを総合して、学位論文として十分な内容を持つものであると結論
できる。 
 
【最終試験結果】 
 令和元年６月２６日、図書館情報メディア研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員
出席のもと、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。引き
続き、「図書館情報メディア研究科博士後期課程（課程博士）の学位論文審査に関する内規」第
23項第 3号に基づく最終試験を行い、審議の結果，審査委員全員一致で合格と判定された。 
 
【結論】 
 よって、著者は博士（情報学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。 
 
